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アンケート調査結果

道路空間有効活用 ～自転車もすいすい～

住民生活

地域社会

＜整備前の状況＞

＜整備後の状況＞
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整備前と比較して安全性・快適性はどう変化したか?
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○国道１９号名古屋市伏見通りは違法駐車車両が多く、歩道にも放置自転車が溢れ、歩行者の安全、自転車の
円滑な通行の支障となっていた。

○「自転車走行空間」の設置により、快適で利用しやすい道路空間に。
○整備後は歩行者と自転車の通行分離が図られ、安全・安心な通行が確保。
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出典：名古屋国道事務所アンケート調査


